
○この製品は、水草などの育成を目的に開発された製品です。この目的以外には使用しな
いでください。
○この使用説明書をよく読み、正しい方法でご使用ください。
○生体の枯れや死亡などにつきまして、弊社は一切の責任を負いません。
○子どもの手の届かない場所で使用および保管してください。

●CO₂レギュレーター／CO₂ボンベ
○CO₂ボンベは必ず指定のADA純正品（CO₂フォレストボトル）をご使用ください。また、
純正品以外のアダプターの使用や、改造により指定以外のボンベを接続することは大
変危険ですので絶対におやめください。※弊社純正CO₂アダプター（別売）を使用する
ことで、タワーなど大型CO₂ボンベに取り付けることができます。この場合対応ガラ
ス厚を超えるため専用フックはご利用できません。
○ぬれた手でCO₂ボンベの取り付けは行わないでください。また、CO₂レギュレーター
やCO₂ボンベは水でぬらさないようにしてください。

○ご使用の前に、CO₂ボンベとCO₂レギュレーターの取り付け部に変形やゴミなどの付
着、その他の異常がないことを必ず確認してください。

○この製品に接続するCO₂添加器具は、ADA純正品をご使用ください。
○必ず別売のチェックバルブまたはカボーションルビー（ガラス製逆流防止弁）を取り付
けてご使用ください。水がチューブを逆流すると、CO₂レギュレーターや電磁弁などが
故障する原因になります。

○使用中にCO₂ボンベの表面に白い霜が付着した場合は非常に低温になっていますので、
素手で触らずに布などを巻いて取り扱ってください。

○CO₂ボンベをCO₂レギュレーターから取り外す前に、必ずCO₂を完全に使い切ったこ
とを確認してください。

○CO₂ボンベは開封済み(穴が開いている状態)であることを確認してから、自治体の分

別にしたがって金属ゴミ(危険物)として処分してください。
○使用前、使用中、使用後に関わらず、CO₂ボンベは絶対に火の中に入れないでください。
ボンベが破裂する危険性があります。また、直射日光があたる場所など、高温（40℃以上）
になる場所での保管やご使用はおやめください。

●本製品をご使用になる前に、必ずこの説明書をよく読み、正しい使用方法を理解し
た上でご使用ください。正しい使用方法がわからないままでのご使用は、絶対に
おやめください。

●この説明書は、読み終った後も大切に保管し、必要なときにお読みください。

ご使用になる前に

●安全上の注意 ※必ずよくお読みください。
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CO₂システム74-DAは固定減圧式（0.3MPa）のCO₂添加システムです。フォレストボ
トルと専用フックが付属します。専用フックを使用することでガラス厚4ｍｍ～6ｍｍの
水槽に対応します。4ｍｍ厚の水槽に設置する場合には付属のスペースクッションを使用
しレギュレーターの角度を水平になるよう調整ください。別売のNAコントロールタイ
マーやELバルブ（電磁弁）も接続でき、CO₂添加の分岐も可能です。交換用のCO₂フォ
レストボトルのほか、別売の純正CO₂アダプターの併用により大型CO₂ボンベにも対応
します。※この場合対応ガラス厚を超えるため専用フックはご利用できません。

2.各部名称

5.使用上の注意

○交換用のCO₂ボンベは、必ずCO₂フォレストボトルをご使用ください。 
○ELバルブ（電磁弁）や分岐用パーツ（ボールバルブやスピードコントローラーなど）へ
の接続は、必ず耐圧チューブかジョイントスティックを使用してください。シリコン
チューブは分岐用パーツに接続できません。また、接続した耐圧チューブやジョイント
スティックは、リリースブッシュを押し込みながら引き抜くことで、取り外せます。
○耐圧チューブを接続する場合は、ジョイントスティックを取り外してから接続してくだ
さい。ジョイントスティックは、リリースブッシュを押し込みながら引き抜くことで、取
り外せます。 
○ジョイントスティックを取り外す際、無理な力をかけないようにしてください。スピード
コントローラーが破損することがあります。 
○耐圧チューブとガラス器具は接続できません。ガラス器具への接続には、必ずシリコン
チューブをご使用ください。 
○耐圧チューブはカッターなどを使って、切断面が歪んだ状態や斜めにならないように
カットしてください。CO₂漏れの原因になることがあります。
○チェックバルブは消耗品ですので、1年を目安に新しいものと交換してください。また、
チェックバルブ内部の弁にキズが付いたり、ゴミが付着すると水が逆流し、レギュレー

ターの故障の原因となります。水が逆流していないか、こまめにチェックしてください。 
○照明消灯時のCO₂添加は絶対に行なわないでください。魚や水草、微生物などが酸欠
を起こす恐れがあります。 
○微調節ねじや微調節設定ねじは、必ず手で調節してください。ドライバーやペンチを使
用すると破損の原因となります。
○微調節ねじは、あくまでCO₂添加量の調節のためのものです。CO₂添加のオン・オフ
には、ボールバルブ等を使用してください。また、微調節ねじを無理にしめ込みすぎる
と、ねじが摩耗し微調節が行ないにくくなる場合があります。 
○故障の原因となりますので、ボンベを取り付けたレギュレーターは、絶対に逆さにした
り、横に倒したりしないでください。
○レギュレーターの外装を強くねじると、固定ピン保護カバーが外れる場合があります。
外れた場合、再び固定ピン保護カバーをねじ込んで固定してください。機能上の問題は
ありません。

①レギュレーターにCO₂ボンベを取付ける前に、必ず微調節ねじがしっかり閉まっているこ
とを確認します。このとき、微調節設定ねじは固定されていない状態にします。
②レギュレーターが上に、ボンベが下になるように持ち、レギュレーターのボンベ取り付け
部に、軽く止まる位置までCO₂ボンベをゆっくりとねじ込みます。ここからCO₂ボンベを
2回転ほど一気に回転させ、完全に止まる位置まで強くねじ込みます。
　※ボンベ取り付けの際、絶対にレギュレーターを横や下に向けないでください。
③CO₂ボンベを取り付けた後はメタルフックに設置し、必ずレギュレーターとCO₂ボンベ
を立てた状態で使用してください。
④微調節ねじをゆっくりと開き、CO₂吐出口からCO₂が吐出されることを確認します
（シューっと音がします）。CO₂が吐出されない場合は、ボンベが完全にねじ込まれている
かを確認します。
⑤一旦微調節ねじを閉め、3の接続例を参考にしてCO₂添加器具を接続します。その後、微調
節ねじで、希望のCO₂添加量に調整してください。CO₂添加量を固定する場合は、微調節
ねじが動かないようにしながら、微調節設定ねじをゆっくりと固定します。

※CO₂メタルフックをレギュレーターの溝へ手
前に回転させながらはめ込みます。外す場
合は逆に回転させながら引き抜きます。な
お、着脱時の作業で無理に力を加えるとケ
ガをする恐れがありますので十分注意して
ください。装着方法については、QRコード
より動画をご覧ください。

●CO₂メタルフック装着方法

❶固定ピン保護カバー
❷1次圧ガス逃げ口
❸ボンベ取り付け部
❹スピードコントローラー部
❺微調節ねじ
❻微調節設定ねじ
❼ジョイントスティック
❽CO₂吐出口

❶

❶

❷

❸

❹

❺
❻

❼

❽

シリコン
チューブ

ガラス
器具

○レギュレーター内部への水の逆流を防止す
るために、必ずチェックバルブ、またはカ
ボーション・ルビーを接続してください。

○上図：CO₂吐出口に接続してあるジョ
イントスティックはリリースブッシュ
を押し込みながら引くと取り外せま
す。耐圧チューブ接続の際は取り外し
てください。

○耐圧チューブとガラス器具の接続は
行えません。分岐用パーツ（ボールバ
ルブなど）を経由し、ジョイントス
ティックを使って、シリコンチューブ
と接続してください。

○ガラス厚4mm水槽に設置する場合には付
属のスペースクッションをご使用ください。
貼り付け位置は接続例をご参照ください。

リリース
ブッシュ

ジョイント
スティック

 耐圧チューブ 分岐パーツ

ジョイントスティック
シリコンチューブ

6.仕様

◯レギュレーター 2次圧力 ………………………………………… 0.3（±0.1）MPa固定
 2次圧力安全装置作動圧 …………………… 0.8～1.5MPaにて作動
◯CO2ボンベ 使用温度範囲 …………………………………………………  0～40℃ 
 内容量 ………………………………………… 74g（気化時37ℓ以上）
 純度 …………………………………………………………… 99％以上

スペース
クッション
（付属）





3.连接实例

4.使用方法
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5.使用注意事项

○更换二氧化碳气瓶时，请一定使用CO2 森林香型气瓶。

○连接电磁阀或分支用部件时，请一定使用耐压胶管或密封连接棒。不能用硅胶管连接分

支用部件。此外，连接耐压胶管或密封连接棒时，一边按住缓解片一边向外拔，可取下连

接耐压胶管或密封连接棒。

○连接耐压胶管时，请把密封连接棒取下后连接。 一边按住缓解片一边向外拔，可以取下密

封连接棒。 

○取下密封连接棒时，请不要太用力。以免造成流量控制阀损坏。

○不能用耐压胶管和玻璃器具直接连接。玻璃器具请一定用硅胶胶管连接。

○耐压胶管请使用刻刀切平整，不要使切面歪曲或倾斜。否则有可能会使二氧化碳泄露。

○逆流防止阀是消耗品，建议1年更换1次。此外，逆流防止阀有伤痕、异物的话，水会逆流，

可能使减压阀产生故障。请定期检查水是否逆流。 

○关闭照明灯后严禁添加二氧化碳。有可能会导致鱼类、水草、微生物等生物的缺氧。

○微调节螺丝或设定螺丝，请一定用手调节。使用螺丝刀或钳子操作的话，可能会造成破损。

○微调节螺丝，是调节二氧化碳添加量用的部件。二氧化碳添加的开关，请使用球形开关阀。 

此外，微调节螺丝拧得过紧的话，螺丝会摩擦受损以致不能灵活地进行微调节。

○故请绝对不要逆放或者横放安装了气瓶的减压阀，否则可能会造成产品故障。

○如果用力拧紧减压阀外部，固定销保护盖可能会脱落。若发生脱落，请再次拧紧固定销保

护盖。这个并不是产品的功能问题。

①将二氧化碳气瓶安装到减压阀上之前，请一定确认微调节螺丝处于紧闭状态。此时，微调节

设定螺丝处于不固定的状态。

②レ手持气瓶，按减压阀在上，气瓶在下的姿势，把二氧化碳气瓶轻轻地拧入安装位置，然后连

续地旋转两次二氧化碳气瓶，将其紧紧地拧到完全停止的位置。

　※安装气瓶时，请绝对不要将减压阀横放或朝下。

③将安装上减压阀的二氧化碳气瓶直立放置在专用的底座上(帽檐式气瓶底座等)。

④用手指轻轻地拧开微调节螺丝，确认二氧化碳从二氧化碳出气口溢出。(发出嗖的一声。) 二

氧化碳没有正常出气时，请确认气瓶是否完全拧紧。

⑤在关闭微调节螺丝的情况下参考背面的连接图例连接二氧化碳添加器具。之后，请用微调节

螺丝调节到想要的二氧化碳添加量。固定二氧化碳添加量时，缓慢固定微调设置螺丝，同时

防止微调螺丝移动。

※将 CO2 金属钩插入调节器的凹槽中，
同时朝您的方向旋转。 要卸下它，请向
相反方向旋转并将其拉出。 安装或拆卸
时请注意不要用力过大，否则可能会造
成伤害。

●如何连接 CO2 金属挂钩

❶固定销保护盖
❷一次压力出气口
❸气瓶安装处
❹流量控制阀
❺微调节螺丝
❻微调节设定螺丝
❼接缝棒
❽二氧化碳出气口

❶

❶

❷

❸

❹

❺
❻

❼

❽

硅胶胶管

玻璃器具

○为了防止水倒流进减压阀内部，必须接

上逆流防止阀或者红宝石逆止器

○按压着缓解片，就能取出连接着二氧

化碳出气口的接缝棒。请在连接着耐

压胶管的时候取出。

○耐压胶管与玻璃器具不能直接连接。

可通过连接分流部件，接缝棒，硅胶

胶管最后连接玻璃器具。

○安装在玻璃厚度为4mm的鱼缸上时，请使

用附带的缓冲垫。缓冲垫的安装位置请参

考安装实例图。

缓解片

接缝棒

耐压胶管 分流部件

接缝棒
硅胶胶管

6.规格

缓冲垫

●在使用本产品之前，请一定仔细阅读本说明书，在理解了正确的使用方法以后再使

用。如果不明白正确的使用方法的话，请不要使用。

●本说明书，在阅读之后，请妥善保管。必要的时候请再次阅读。

使用前必读

○本产品是以水草的观赏与培育为目的而研发的产品，请不要用于其他用途。

○在使用本产品之前，请一定仔细阅读本说明书，在理解了正确的使用方法之后再使用。

○关于生物的疾病及死亡，水草的枯萎等问题，弊公司概不负责。

○请在儿童无法触及的地方使用并妥善保管。

●CO2减压阀/CO2气瓶

○二氧化碳气瓶请一定使用指定的正版ADA产品（CO2森林香型气瓶）。此外，使用正版产

品以外的转换接头或进行结构改造，并用于其他类型的储气瓶上是十分危险的，请千万不

要违规使用。

※通过使用本公司专用的二氧化碳转换接头（另售），可以将本产品安装在巨塔式大型气瓶

套装等大型二氧化碳气瓶上。

○请不要用湿手操作安装二氧化碳气瓶。此外，请不要弄湿二氧化碳减压阀或二氧化碳气瓶。

○使用前，请一定确认二氧化碳气瓶和二氧化碳减压阀的安装部分是否有变形、异物或其它

异常情况。

○连接此产品的二氧化碳添加器具，请一定使用正版ADA产品。

○请一定安装配件中的逆流防止阀或另售的红宝石逆止器（玻璃材质逆流防止阀）。水一旦

在胶管中逆流，可能会导致二氧化碳减压阀或电磁阀产生故障。

○使用过程中，二氧化碳气瓶的表面若产生白霜，说明表面温度非常低，请不要直接用手触

摸，请用布

○将二氧化碳气瓶从二氧化碳减压阀上卸下之前，请一定确认二氧化碳是否完全使用完。

○确认二氧化碳气瓶已经开封后（口已经刺破），请按照当地法律法规处理气瓶，作为金属垃

圾（危险物等）处理。

○无论使用前、使用中、使用后，请绝对不要把二氧化碳气瓶放入火中。气瓶有破裂的危险。

此外，请不要在阳光直射等高温（40℃以上）的地方保管和使用。

●安全上的注意 ※请一定认真阅读

中文

二氧化碳专业74系统-DA，是二氧化碳气瓶专用的压力固定（0.3MPa）式二氧化碳添加

系统。使用配件中的森林气瓶专用挂钩，可以在玻璃厚度5mm及6mm的鱼缸上使用本

产品。在5mm厚的鱼缸上设置时，请使用附带的缓冲垫来调节减压阀的角度，直至水平。

连接另售的NA自然水族定时器或电磁阀等产品上，可以进行二氧化碳的分流添加。本产

品不仅能使用森林气瓶，还可以使用在大型二氧化碳气瓶上。

1.二氧化碳专业74系统-DA的产品特点

2.各部分的名称

○减压阀 2次压力⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 0.3（±0.1）Mpa固定

 2次压力安全装置启动压力⋯⋯⋯⋯⋯⋯  0.8～1.5Mpa时启动

○CO2森林香型气瓶 使用温度范围 ⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 0～40℃

 内容量 ⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯74g（气化时37L以上）
 纯度⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 99%以上


